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　75Se－Selenomethienineは静脈注射後直ちに蛋白合成

に関与するため，代謝の盛んな臓器に集まることが知ら

れている．1965年Herreraらは悪性リンパ腫のスキャ

ニングに用いて，病巣部に一致して陽性像として描画で

きることを報告している．われわれも悪性リンパ腫にお

ける診断的可能性について検討を試みた．

　1）　陽性描画について．

　100～300μCi静注時間以後にシンチカメラ（Phoga－

mma皿）および3インチ・シンチスキャンナーを用い

て検査した．症例は悪性リンパ腫14例（細網肉腫8例），

ポジキン氏病4例，リンパ肉腫2例）である．対照とし

て白血病リンパ性白血病で慢性化の経過をとるもの）4

例，神経芽細胞腫2例，サルコイドージス，Brown腫瘍，

セザリー症候群の各1例である，悪性リンパ腫14例il－ilO

例が陽性を示した．陰性の4例は縦隔部に発生したもの

で，放射線治療後のもの2例と頸部およびエキ下部に見

られた触知リンパ節の大きさ3cm以下のもの2例であ

った．部位的には上顎洞，上咽頭部，頸部，縦隔部，腹

部に発生したものや骨転移例（頭蓋骨，．骨盤，大腿骨）

に陽性像を示した，対照例ではBrown腫瘍下顎骨巨細

胞腫），　セザリー症候群の2例が陽性であったが他は全

て陰性であった．

　2）　生物学的半減期の測定．

　悪性リンパ腫（細網肉腫例）および正常者の各々2例

につき，血清からの消失曲線から半減期を求めた．正常

者ではA（Ti／27．1日），　B（Ti／232日）の2相に，患

者ではB（Ti／29．4日平均）の1相を示し，悪性リンパ

腫患者の半減期が短かった．
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